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 全糖鎖の構造は、ゲル内酵素消化によって遊離後、グラファイトカーボンカラムを用いた LC で分離し、質量分析
によって解析した。質量分析計には、イオントラップ型質量分析計と、高分解能測定が可能なフーリエ変換イオンサ
イクロトロン共鳴質量分析計を連結させた質量分析装置を新たに導入し、ポジティブ、及びネガティブのイオン化モ
ードを切り替えながら、精密質量測定、及び MSn 測定を行うことを検討した。 
 次に、糖ペプチドを用いた糖鎖結合部位毎の糖鎖構造解析を行った。ゲル内よりタンパク質混合物を一旦抽出し、
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 本解析システムを、既に報告のある Thy-1 に応用し、本方法が有用であることを確認した。さらに本方法を、糖鎖
構造が未知の、脳・神経系特異的な細胞接着分子である IgLON ファミリーに属する４種のタンパク質（LAMP、
OBCAM、neurotrimin、Kilon）に応用し、合計 22 箇所の部位毎の糖鎖構造を明らかにした。その結果、各タンパ
ク質に共通する糖鎖結合位置には、類似の構造を持つ糖鎖が結合していることが明らかになった。これらの成果は糖
質科学の基礎に大きな寄与をするものである。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
